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」

、私

経

管

統

計

概

論

二

)

財

部

静

治

、
言
臼
発

;

「
皆

労

①鴇

〉
匹
5
ヨ
一旨

p
ま
コ

〔私
経

管

學
師

)
ε
は
、
本

邦

一
大

商
工
業
都

市

に
於

け
る
、

=
高
等
専

門
學

校

の

↓
敷
授

に
よ
り

、
保

有

せ
ら

る
る
學

位

な
り
。

そ
は
學

位
令

に
定

め
ら

れ
し

、
本
邦
從
來

の
諸
種

學
位

を

以

て
、
萬
般

の
學
問

を
綜
絖

せ
し
む
る

に
足

る
ξ
、
考

ふ
る
者

に
ε
り

て
は
、

明
麗

明
法
両
博
士

の
名
目

が
の

そ
の
耳

に
響
く

こ

ご
遠

か
る

べ
き
が
如

党
、
・
耳
障
り

ご
想

は

る

べ
き

　
名

目

な
ゆ

、

さ
れ
ご
之
を

"
、準

位

ε
し
て

定

む

る
こ
{
の
當

否

弔
關
す
る
、
ゴ議

論
は

別
問

ご
す

る

も
、
米

国

の
大
學
中
、
単
位

の

一
種

こ
し
て
、
現

に
之
を
定

む

る
も

の
あ

る
の

一
事

は
、
没

却
す

べ
か
ら
ぎ

る
・し
共

に
、
諸
国
に
於
け

る
近
年
経
済
學

の
獲
達
上
著

し
き

二
方

面
を

、
.徴
表

せ

る
名
目

た

る
.こ
ざ
は
や

謳

ふ

べ
き

に
非

す

、
差

し
私
脛
濟

の

】
方

面
た

る
家
事
紹
濟

に
就
き

、
.全

般
並
に
部
分
に
一日
ぢ

、
學
理
的
研
究

を
遂
C
る
は
、
蔑

に
於
け
る
輓
近

の

一
趨
勢
・幽

じ
得

べ
き
が
㌍

、
私

輕
濟

の
第

二
方
面
即

ち
私
企
業

の
経

螢

に
め
り
て
も
、

企
業

の
規
摸

大
ご
な

り
(

そ
の
西

都
構

成
及
運

螢
複

雑
を

増
せ

る
に
從

ひ
、
之

を
學
問

の
碗
園
内

に
遷
す
は

、
諸

国
に
著

し
き
近
年

の

一
大
勢

な
れ
ば
な

り
。
斯
く

の
和

ぐ

私
脛
瞥

に
関
す

る
.
學

理
的
研
究

の
機
運

を
見

ん
か
、

之

に
基

づ
く
連
管

の
結
果

を
、
逐

　
録
取
す

べ
き
統
計

に
.

あ

b

て
も
、
同
様

に
精

密
複
雑
を
増

す

べ
き
は
、
観
易

き
所
な

b
、
然

る
に
之
を
本

邦
學
界

の
現

況

ド
照
し

て
考

.

論

叢

私
維
螢
統
計
概
論
(
「)

第
十
七
巻

(第

】
號
.

「=
)

二
一

覧

■



、

論

叢

私
郷
螢
統
計
概

論
〔
ご

第
十
七
巻

〔第

一
號

二
二
)

二
二

ふ
る
に
・
歩
合

も
統
計
學
を
統
計
學
書

し
て
、
研
究
す

る
者
に
脅

て
は
、
そ
の
注
意
を
官
廃
統
計
に
集
注

せ
し
む
る
こ
ε
『

偏
す
る
の
嫌
な
き
に
非
す
、
統
計
學
は

同

種
類
の
肚
窺

象
を
巌

馨

し
、
其

の
数
量

・
穿

て
.・
綾

観
奪

・
」
も
の
・面
叢

・校
禦

・
・
董

嚢

。
)
な
と

、
考

ふ
る
毒

し
.し
芋

、
是

等

盆

輩
に
　

て
は
・
別
・
宏
饗

・
秋
霧

計
の
範
圏
、
現
奪

・
の
薔

必
す
し
も
豊

さ
掌

、
新
羅

撹

計
量

り
て
は
・
そ
の
存
否
・

へ
も
閏
統

ざ
・
の
、
弊
な
謹

非
す
、
一
.面
繋

及
新
盤

、同
蓄

工
輩

校

碗
課
程
に
つ
き
て
見
る
に
、
學
校
の
敷
は
益

々
多
か
ら
ん
ε
す
る
に
拘
は
ら
す
、
そ
の
學
校
の
性
質
上
、
.相
當
に

.

重
ん
ず

る
を
至
嘗

工

く
・
想
は
る
る
右
の
饗

範
幽
、
木
蓮

響

開
拓
鑑

ざ

・
も
の

、
如
し
、
現
に
五
口

人
は
本
年

の
初
め
、
大
阪
能
率
研
究
所
開
所

さ
れ
陀
る
に
際
し
、
私
縄
麟
統
計
論
の
講
述

に
當
る
べ
く
、
交
捗
を

受
け
し
儘
・
寧
ろ
阪
神
商
輩

門
學
校
激
授
の
中
よ
り
、
講
師
を
物
色
す

る
を
可
ε
す

べ
き
馨

へ
し
に
拘
は
ら

黛

同
様
箸

交
渉
は
近
日
第
二
回
議

員
養
成

さ
る

・
に
當
り
て
も
、
再
び
繰
返
さ
れ
砦

を
見
、
琴

経
読

,・
の
倉

警

籍

り
・
吾
人
髭

現
呪
に
讐

、
.禦

私
意

統
計

に
つ
き
華

を

、
ミ

号

、
生
野

急

所
は
そ
覆

響

示
す

に
あ
・
を
以
て
、
該
博
は
始
め
　

之
を
期

せ
す
、
..・
は
薯

の
諒
恕
を
堕

所
な
り
。

コ

㌫

粗
食

董

財

團
・
學
曾

謂
ふ
が
如
き
、
各
種
私
的
腿

の
統
計
・
㌘

て
も
、
騨

そ
の
統
計
作
製

手
績
の
必
肇

・
喚
起
せ
し
む
べ
き
も
の
は
、
そ
の
各
国
讐

共
同
刺
青

雪

ε
謂
ひ
得
べ
き
も
、
暫

私
企

'

●



.業

に
め
り

て
は
、
畢
竟

そ

の
事
業
成
績

ご
し
て
、
詳
報

さ
る

べ
き
諸

現
象

を
、
計
数
的

に
明
瞭

な
ら

し
む

る
の
利

益

.
織
綾
的
に
現
存
咳

止
黙

に
就
き
農
業

に
關

七
て
も
、
農
業
團
膿

`
し
て
特
別
調
査

に
當
り
、
多
数
農
場
経

管
の
結
果
を
総
括

し
て
、
そ
の
生
産
費
を
明
か
に
し
、
文
範
盆
を
生

む
の
諸
修
得
を
最
終
結
果
に
…対
立
せ
し
あ
、

大
小
諸
農
場

の
特
質
、
並
に
土
地
の
性
質
に
よ
り
、
牧
盆
及
生
産
費
に
及
ぼ
す
影
響
等
を
、
明
か
に
す
る
こ
ε
に

キ

よ
瀕
、
官
臆
統

計

を
補

ふ
所

め

る

べ
き

は
、
謂

ふ
迄
も

な

し
、
否

　
般

に
農
業
及

農
業
経
螢

に
付
着

ふ
る
に
、
観

念
上

の
取
極

め
を
之

に
脆

し
、.
之
を
統

計

に
数

へ
上
ぐ

る
こ
ε
は
、

割
合

に
輩
純

な
り
、
從

ひ

て
農

業
脛

管
統

計

に
關
す

る
、
研
究
中
重

さ
を

お
く

べ
き
要
黙
は
、
實
査

の
π
め
の
諸
基

本
概

念
を

,
明
快

に
繹
義

す

る
こ
ビ
に
存

せ
す
し
て
、
覗
取
り
の
結
果
を
整
理
す

る
に
當
り
、
批
判
的
商
量
を
挿
む
黙

に
碧

、
特
に
農
業
経
管
の
分
類
上

如
何
な
る
槻
熟
又
は
標
準
を
選
ば
ば
、
學
聞
及
経
済
政
策
の
目
的
上
」
そ
の
調
査
の
結
果
を
巧

み
に
利
用
せ
し
め

を
　

得

べ
き
か
を
、
究
む
る
に
あ
り
ε
論
じ
得

べ
し
、
更

薫
街
農
業
経
管
統
計
詳
言
す
れ
ば
、
人
的
物
的
諸
生
産
力
の

結
合
に
よ
り
、
成
立
す

べ
き
農
産
の
技
術
的
纏
濟
的
輩
位
に
關
す

る
統
計
の
、
内
容
に
亘
b
少
し
く
細
か
に
考
察

す
乃
に
、
そ
の
統
計
上
程
螢

の
数
を
、
問

ふ
べ
き
は
素

よ
り
な

る
の
み
な
ら
す
、
特

"
そ
の
腰
替

に
備
は
れ
る
、
.
.

諸
生
産
方
便
を
問

ふ
、
.詳
言
す
れ
ば
経
管

に
厨
せ
る
土
地
面
積

〔土
地
の
大
小
、
そ
の
利
用
方
法
、
所
有
關
係
詳

言
す
れ
ば
、
経
管
の
指
揮
着
が
地
主
た
る
や
、
借
地
人
た
る
や
等
を
問

ふ
)
輕
螢

に
備
は
れ
る
資
本

〔農
具
機
械

役
畜
及
種
畜
等
)
を
問
ひ
、
又
纒
螢

に
従
事
せ
る
人
々
を
、
そ
の
人
員
及
経
管
に
於
け
る
地
位

に
っ
き
て
間

ふ
、
・

論

叢

私
経
管
統
計
概
論
(
こ

第
十
七
巻
.
(第
「
號

二
三
)

二
三
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論

叢

私
樫
螢
統
計
概
論
(
一
〉

第
十
七
巻

(第

一
號

二
四
)

二
四

帥

ち
農
業
縄
螢
統

計

の
範

園
内

に
於

て
、
土
地

の
利
用

、
家
畜

の
現
況
、
及

農
業

に
從
事

せ
る
人

々
に
就

き
て
も

査

定

を
遂
ぐ

、
、尤
も
外

囲

の
實
例

に
よ

る
に
、
土
地
利

用
調
査

Ud
o
ユ
窪
ぴ
9
暮
≧
⇒
匂q
眠
葺
。σ
二
目
⑳
Φ
亭
.
家

畜
調
査
、

≦

。ぎ
酵
ぎ
轟
2

,
.及

農
業

に
従
事

せ
る
人

を
も

、
亦
査

定
す
.べ
き
職

業
調
査
を

.

.何

れ
も
引
離

せ

る
猫

立
調
査

ε
.

し
、

之
を
自
存
目
的

こ
し
て
統
計

を
作
製

す

る
こ
ピ
あ

る
も
、
そ
は
農
業
経

管
統

計
に
問

ふ
所

ご
、

根
本
的

に
異

れ

り
、
蓋

し
後
者

の
目
的

ε
す

る
所

は
、
個

々
の
脛
楼

に
就

き
、
之

に
備

は
れ

る
諦
盆
蓙
方
便

を
問

ひ
、
之

が
特

色
を

明

か
に
せ

ん
ε
す

る
に
る
れ
叫

な
り
、
從
ひ

て
そ

の
調

査

の
範
囲
は
挾

一
、
養

業
経
管

に
旛
す

る
面
積
、
家

畜

及
人

々
を
問

ふ
の
み
な
り
、
問
題

は
全

く
異

れ
り
、

尋

ぬ
る
所
は
、各
行

政
瞳
劃

に
於

け

る
、

一
般
歌
呪

に
非
す

し

て
、
諸

種
経
管

の
状

況
を
特

に
注
目
す
、
殊

に
大
小

の
別

に
よ
り
経

管
階
級
別

(
面
積

に
從

ふ
)、は
匠

別

せ
ら
れ

土
地

利
用
、
家
畜
及

人
員
は

、
小
、
中
及

大
経
管

の
別

に
よ
り
、
如

何

に
配
厨

せ
ら

る

、
か
、
是
等

大
小
階
級
は

そ
の
事
績

上
(
飼
畜

、

穀

作

等

に

っ
き

)相

違

を
示
す

か
を
究
む
、
叉
之

ご
別
種

の
纏

鞍

別
を
分
ち
湘
そ

の
相
互

比
較

を
遂
ぐ

る
こ
ε
＼

し
な

し
得

べ
し
、
假
令
ば

土
地

利
用

の
諸
方

法
に

よ
b
類
別

し
、
そ

の
飼
畜
及
人
項

に

つ

き
、「
比
較
研
究

を
遂
ぐ

る
が
如

き
之

な
り
、
要

す

る
に
経
管

統
計

に
よ
れ
ば
、
個
別
農

業
現
象
を
引
抜

い
て
、
.他

E
無
關
係

に
考
察
す

る
が
如

き
仕
方

に
よ
り
て
は
、
遂

げ
兼

ぬ

べ
き
研
究

を
遂
げ

し
む
、
そ
は
後
者

の
如

き
考
察

.方
法

に
反

し
、
農

業
統
計

の

一
層

高
備
な

る

一
形
式
を

な
す
、
而

し

て
樹
他

の
現
象

を
脛

讐
統
計

に
、
引

入
れ

ん

.

三

ポ

の
説
も
既

に
唱

へ
ら
る
・
か
一
て
似
合
ば
牧
穫
婁

普
通

に
所
謂
牧
穫
統
計

ぎ

…
沖・
・葵

)
を
も
、
経
管

七

.



'

統
計

に
併
せ

て
調
査

さ

る

べ
き
も

の
ご
せ
ん
か
、
小
、
中

及
大
縄
管

の
相

勤
的
作

柄
も
、
比
較

し
得

べ
き

こ
ε

、
な

ら

ん
、
之

ε
共

に
省
注

意
可

べ
き
は
、
経

管
統

計

が
元

來

一
中

.勘
よ
b

、

一
様

に
経
螢

さ
る
.
、
土
地

に
閲

す

る
を

以
て
、
そ

の
経

管
は
必
ず

し
も
土
地
所

有
椹

ε

↓
.致

せ

ざ

る
こ
ε
な
り
、
假
倉

ば

一
大
製

糖

工
場

が
、
幾

多

の
農

場

を
話
地

方

に
買
込

み
X
は
借
集

め
、
金

鍍
關
係

上
共

庸

の
關

係
に
よ
り

、
そ
の
間

に
金

融
上

の

一
共
通

中
.心
を

お
く
も
、
農

業
上

分
れ
て
経
管

さ
る
る
時

は
、
之

が
計

上

に

っ
き

て
も
別

々

に
之
を
取
扱

ふ
。

工
業

統
計

の

一
種

ε
し
て
.
基
本

的

な

る
工
業
経
管

統
計

も
亦

同
様

に
、

工
業
組
替

詳
言
す
れ
ば

、
工
業

の
技

術
的
経
済
的

軍
使

の
全
艦
を

、
統
計

的

に
察

馭
す

る
を

そ
の
本

分

ご
す
、
主

ε
し

て
問

は

る

べ
き
は

、
経

管
の
数

工
業

の
種
類
別

、
脛
壁

に
備

は
れ
る
生
産

方
便

(
人
員

、
原
動
力

、
作
業

機
械

等
)
に
あ

り
.
之

ざ
共

に
各
纏
縫

に
.

徒
事

せ
る
、
.人

力
の
厳

を
以

て
、
纏

讐

の
大
小
を

分

つ
の
標
準
.ざ
な
す

(
小
、
中
、

大
繹
瞥

)輕
瞥

の
諸
法

的

(企

業

)
形
態
別

(
個
人

ご
し

て
の
業
主
纏
縫

、
株

式
會

肚

縄
醤

等
)
諸
経
讐

形
態
.
調
。
窪
。げ
鴇
差
す
莞

の
普
及

も
亦
問

は

る
、
而

し
て
全
経

管
組
織

(
工
産
装

櫨
、
経

管

の
仕

組

)
に

つ
き
、
そ
の

分
業
及

給
付

能
力
を
、
表

に
示

し
得

べ

き
こ
ビ

、
な
す

べ
き
な
り
、

へ諸

大
工
業

の
所

在
地
査

定

の
た
め
〕地

理
的
細
別
を
附
す

る
の
要
あ

る
は
素

よ
り
な

り
、
又
調
査

を
繰

返

し
て
、
獲
展

の
傾
向

「假

分
ば
特

定
種
類

の
工
業

、
大
、小
別

に
於
け

る

↓
階

級
経
管

の
措

加
)

を
認
識
す

べ
し
、
か

、
る
現

現
説
取

り
以
外

に
、
砺
移

動

現
象

(特

に
新

挫
管

の
創

設
、
纏

瞥

の
消
滅

)
の
査
定
を

も
遂
ぐ

べ
し
、
工
業

全
般
を
包
括
す

べ
き
、
普

通

の
調

査
以
外

に
、
個

別

の
特
殊

工
業

に
關
…す

る
、
特
荊

調
査
も

論

躍

私
経
管
統
計
概
論
(
こ

、
.

第
十
上
巻

〔第

一號

二
五
)

二
五
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.

論

叢

私
艇
醤
統
計
概
論
(
一)

錦
十
七
巻

(第

一
號

二
六
)
.

二
六

-行
は
れ
得

べ
く
、

叉
本
製
統

計

ざ
複
製

統

計

ε
、
.交
互

に
補

足
せ
し
む

お
こ
ε

、
な

し
得

べ
し
。

、
本

邦

の
現
歌

に

あ
り

て
は
、
以
上
説

け
る
が
如

き

、
農

工
業
輕
管

統
計

に
就

き
て
も
、
研
究
又
評
論

を
要

す

る

」

も

の
多

し
ご
雌

も
、
吾
人

が
本
編

に
問

は
ん

ε
す

る
所

は
、
藪

に
あ
ら
す

し
て
寧

ろ
他

の

一
義

に
よ
れ

る
.
経

管

統

計

に
あ
b
。

二

「上
逸

の
如

き
纏

瞥
統
計
は
、
國
民
経
済
的

観
照

よ
り
な

せ

る
、
普

通
経
済
統

計
の

一
種

ε
な

し
得

べ
し
、

さ
れ

.

ご
個
励

の
企
業

も
亦
猫

立

し
て
、
私
製
統

計

の
作

製
者
虎

る

こ
ε
珍
し

か
ら
す
、
夫

れ
耐
工
経

管
上
由
来

そ
の
事

業

成
績

を
制
定

せ

ん
ご
す

る
際

.
そ
の
判
定

の
材

料
を
.
殆

ん
ご
皆
簡

単
な

る
貸

借

鋤
照
表
の

み
に
、
仰
ぐ

の
激

あ

り
、
好

し
比

熱
は

何
れ

に
し

て
も
、
事
業

成
績

に
關
す

る
組
織
的
観
察

・こ
す

べ
き

も
の
は
、
普
通

の
簿

記
以
外

に
な

か
り
き
、

さ
れ
ば
私

経
管

統
計
論
述
作

の
先

鋒
ご
し

て
、
大

に
成
功

せ

る

〉
テ
。同[
∩
費
け、、.
、』
9
。
q∩
陸9
ユ
い鼻

欝

】8

貯

σ
「汗
仁
巳

≦
、撃
墜
訂
巳
Φ
一3
。
三
。
豆
.
HO
=

は

、
そ

の
序
言
中
説

き
得

た
り
、
「
實
業

企
業

に
於
け

る
統
計

の

慮
.、

.α

組
織
及
被
覆

、
今
日
に
李

。
髪

獄
中
何
腱

に
も
、
そ
の
所
在
を
有
せ
す
、
さ
れ
ば
予
が
本
署
、碁

は
す

に
當

帥

・り

て
も
、
商

工
脛

管

に
於
け

る
統
計

叉
は
そ

の
語
部

駐
を

、
筋

立

て

、
取
扱

へ
る
著
書

全
く
存

せ
ざ
り

き
、
外

國
.

感力

語

の
衣
鳳

に
あ
b

て
も
、
之
あ

る
を
開

か
ざ

り
き
」

ε
、
然

る

に
輓
近

に
至
り
大

企
業
時

に
、
大
鑑
山
「、
大

工
場

α

百
貨
商
店

、
大

銀
行
、
鐵
～道
會
肚

、
海

運
會

耐

、
保

険
會

肚
等

に
あ
り

て
は

、
生

産
効
程

の
多

少

に
注

意
を
繍

ふ
.

於

、



「 ,

カ
ウ
フ

ノ
ソ

ニ
ヅ

シ
エ
へ

ペ
ヅ
リ
　

ズ
ス

レ
　

レ

ニ

ε

多

大

な

る

に

至

り
.

高

層
工

経

管

論

(商

人
的
経
管
論
文
ば
商
事
経
管
論
.、
も
な
し
得
べ
し
、
さ
れ
ご、税

逓
次
工
場
の
事
務

中
柱

.
工
場
憂

繧

豪

勇

鐘

も
重
患

菰
す
敢

て
、
.悪

露

喜

ふ
み
所
に
奇

、
姑
ら
く
本
謡

錘

ぶ
)簿

記
及
會

討
論

鞍

達
す
る
ご
`
、
な
り
て
よ
り
、
之

に
俘
ひ
各
企
業
に
於
け
・⇔
、
私
経
管
統
計
の
理
論
及
蟹
隈
も
腰
達
し
、
企
業
の
「

全
脛
過
及
結
果

に
關
し
、
私
漉
濟
方
面
に
仕
向
け
ら
れ
た
る
、
内
部
業
務
の
實
際
統
計
事
務
、を
常
務
ε
す

み
も
の

盆
〃
多
く
、
之
か
た
め
に
濁

立
の
統
計
郡
を
設
け
、
縫
綾
的
私
経
管
統
計
を
編
成
す

る
の
風
、
盆
々
普
及
す

る
こ
一

ε
、、
、な
れ
め
、
蜀
逸
語

の
用
例
に
よ
る
に
、
工
場
に
あ
り
て
は
多
く
は
脛
管
統
計

ご
呼
.ぷ
も
内
商
事
企
業
に
あ
め

て
は
商
萱
統
計

浄

』9
岸
.。・冨
仲…ω怠
障

芭
も
呼
ぶ
。
.
.

」

、
.
.

「
.
.

-

「
私
経
管

統
計
の
目
的
は
私
脛
.濟
的
な
り
、
経
管
摺
揮
者

に
適
切
な
る
知
見
を
授
け
、
之
を
し
て
企
業
の
牧
盆
力

昂
進
の
効
果
を
俘

ふ
べ
ぎ
、
頁
洞
察
及
統
制
を
遂
ぐ
.る
こ
ε
を
眼
目
ε
李

べ
し
、
か
、
る
私
経
済
的
統
計
を
以
て
、

国
民
経
済
的
統
計
`
旺
別
す

べ
き
黙
は
、
第

一
に
そ
の
統
計
に
よ
り
、
智
利
経
済
的
利
益
の
み
に
、
資
せ
ん
ざ
す

」る
黙
に
あ
り
、
さ
れ
ご
大
相
違
を
示
す
は
　
そ
の
調
査

の
物
騰

に
あ
り
、
即
ち
国
民
経
済

ご
謂
ふ
場
合
、
.
」
國
に

於
け
る
個
別
経
済
の
全
艦
を
解
し
、
國
民
経
済
畢
及
國
氏
麗
濟
統
計
は
、、
個
別
経
済
相
互
の
交
互
関
係
、
及
そ
の
.

結
果
を
研
究
す
、
.從
ひ
て
催
合
ば
貨
物
を
供
給
し
、
・需
用
す

べ
き
個
別
輕
濟
の
競
合

に
よ
る
物
債
形
成
、
及
か
く
.
.

て
成
立
せ

る
物
慣
そ
の
も
の
を
研
究
す
、
之
に
反
し
て
私
経
済
統
計
は
、
特
に

　
個
別
絶
濟
内

に
於
け
る
、
成
行

を
そ
の
対
象
こ
す
、
そ
の
研

究
手
綾
上
特
定
の
概
念
、
佞
弁
嫉
経
費
及
だ
の
細
別
、
現

品
目
録
、
泣
女
等

の
.
.私

論

叢
.

私
経
営
統
計
概
論
(
こ

第
十
七
巻

(第

一號

二
士
)

二
七
.

C(.Z捲ek,op.cit.,S・451,Scho1t,Statistik・'[3・5・24・

」



論

叢

私
讐

統
計
概
論
三

筆

七
巻

(笙

號

一天
〕

二
八

経
済
的
概
馨

下

し
・
又
そ
の
研
究
目
的
⊥
、
種
々
な

る
私
経
済
的
経
螢

の
成
行
及
経
管
の
結
果
を
、
交
互
に
比

較
す
る
こ
著

す
、
從
ひ
て
右
私
経
済
的
統
計
は
、
言
下
に
國
民
経
済
的
統
計
ご
、
混

一
さ
る
べ
き
に
非
す
、
従

来
叉
燭
逸

に
於
て
は
、
通
常
私
経
済
學
系
統
論

の
範
園
内

に
て
、
取
綴

れ
た
り
、
而
も
亦
両
者
の
問

に
、

函

聯

め
る
こ
ε
珍
し
か
ら
す
、
そ
は
普
通
の
国
民
経
濟
的
調
査
、
假
令
ば
工
産
調
査
上
.
個
別
企
業
を
し
て
そ
の
企

　

業

に
備
は

れ
る
」

一
経

管
調
査

に
そ
の
料

を
仰
ぎ
得

べ
き
、
報
告

を

な
さ
し
む

る
が
如

き
仕
方

に
て
撚
り
。

」
序

に
侮
注
意
す

べ
き
に
、
農

業

に

っ
き
て
も
亦

既

に
、
些
少

の
私
経
済
的

統
計
獲
達

せ
る
こ

ご
な

り
、

さ
れ
こ

そ
は
個
別
企
業

の
利
益

を
、
を

の
眼
目

ε
す

る
の

み
な

ら
す
、
農
業

経
鞍

論

の
刷
新

に
も
亦
裨

益
せ

ん
こ
し
、
國

を
　

　

民
経
済
的
.激
訓
を
も
亦
授
け
ん
ε
す
。
.

前
記

6
い
一箸

m
は
大
工
業
経
管
に
、
行
は

る
べ
き
行
動
甚
多
方
面

な

る

た

め
、
そ
の
経
管
の
組
織
及
會
計
は

同

]
規
模
の
商
店

に
見

る
べ
き
も
の
に
比
し
、

一
般

に

一
層
困
難
な
る
の
事
實

に
鑑
み
、
私
経
済
企
業
の
組
織
、

及
そ
の
諸
機
關
の
活
動
に
つ
き
て
も
、
會
計
的
部
分
及
統
計
機
關
の
.
建
設
及
事
務

に
っ
き
て
も
、
工
場
に
適
用

さ
れ
た
る
も
の
ご
し
て
、
之
を
取
扱
ふ
を
便
ε
す

ご
な
せ
b
、
加
之
種
々
の
出
来
事
及
結
果
は
、
そ
の
本
質
そ
の

原
因
及
結
果
上
、
之
を
生
め
る
諸
争
情
夫
仕
掛
け
な
乃
に
從
ひ
、
愈

々
鮮
明
に
認
識
せ
ら

る
べ
き
を
以
て
、
特
に

大
経
管
の
工
業
に
於
け
る
,
諸
施
設
に
則
b
て
そ
の
所
説
を
進

め
π
り
、
而
し
て
各
人
工
業
企
業
は
、
そ
の
製
作

王
権
を
外

に
し
て
議
せ
ん
か
、
同
時
に
凋
立
の

一
商
事
管
業
た
る
や
、
著
明
の
事
實
な
る
を
以
て
、
工
場
縄
瞥
の

9
一xCf ,2二iiek,oq.ciし;S.269.

勢砦C£Zi.ek,op.ciL,SS.31'32.

.

ビ

■



蒋
務
都
統
計

に
つ
き
説

か
る
べ
き
も
の
は
、
耐
店

の
統
計
に
つ
き
て
も
亦
渣
用

さ
る
.べ
し
・
そ
は
特

に
統
計
、
暦

表
統
計
の
技
術
、
並
に
私
経
済
的
統
計
の
諸
分
枝
、
假
令
ば
資
産
統
計
.
利
潤
統
計
、
人
件
統
計
、
現
品
統
計
、

注
文
統
計
、
販
路
統
計
、
及
景
気
統
計
の
如
く
、
商
店
事
務
に
も
工
場
経
管

に
も
、
同
じ
程
度

に
問
は
る
べ
き
も

の
に
於
て
然
b
ご
す
ε
せ
り
、
そ
の
著
書
第

】
編
中
に
は
、
統
計
技
術

の

一
般
説
明
を
試
み
た
る
が
、
著
者

は
こ

の
部
分
の
説
明
を
以
て
、
銀
行
、
保
険
及
浬
楡

の
諸
企
業
に
も
、
全
部
適
用

さ
る
べ
し
ご
せ
る
に
拘
は
ら
す
、
夫

等
企
業
に
取
扱
は

る
、
、
商
品
及
給
付
の
特
質
上
、
特
別
の

　
性
質
を
示
す
に
よ
り
、
そ
の
統
計
の
建
設
は
、
同

キ

書

中

關

説

せ
す

ご

せ

り

⊂

〔銀
行

の
螺
猿

統

計
に
つ
き
て
は
、
と

裂

痔

三
Φ
5

豆

①
。。
日浦
童

蒙

∋

堂
①
コ
給
.
9

門
じd
四
身

。温

田三
貴

臣

ご

.さ

.
あ

る
か
注
意

で
〉
。

(未
完

㌧

唖

幽
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私
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第
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巻
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號
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